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信

口
想

い
Ｌ
の
二
葉
写
真
館

前
口
に
引
―
航
い
て
希
町
●
東
側
‘
、
交
差
点
に
向

か

っ
て
北
に
歩
い
て
み
よ
う
と
思
う
。

現
在
、
新

た
に
改
集
中
の
ブ
ラ
ザ
ー
ヾ
シ
ン
の
と
こ

ろ
の
鈴
木
代
八
車
の
店
が
い
　
■

ヽ
は
、
確
か
家
具
屋

が
ら

っ
た
が
、
そ
の
名
前
が
思
い
出
■
な
い
。
そ
の
家

具
屋
の
あ
と
を
受
け
て
　
戦
後
ベ
ン
ド
や
ヾ
ツ
′
を
ユ

，
店
Ｌ
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
続
い
て
＋
方
寺
の
参

道
を
間
に
、
す
ぐ
角
地
に
、
二
案
写
真
館
が
あ

っ
た
．

こ
こ
は
着
町
五
番
地
て
、
泰
誠

一
写
真
師
の
経
営
す
る
、

な
か
な
‘
立
派
な
西
汗
館
で
あ

っ
た
。
今
こ
そ
、
猿
も

杓
子
ヽ
カ
メ
ラ
を
い
し
く
る
時
代
と
な

っ
た
が
、
戦
前

に
は

写
真
師
と
言
え
ば
土
地
の
名
＋
ユ
い
て
ら

っ
た
。

第

一
、
写
真
師
と
師
の
字
が
つ
く
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が

わ
か
る
。

昭
和
十
八
年
、
第

二
次
大
戦

た
け
た
わ
、
皇
軍

●
戦

況
も
急
を
告
げ
て
い
た
時
　
私
の
日
企
の
征
兄
弟
が
二

人
、
私
の
家
に
や

っ
て
来
た
。
二
人
共
大
学
■
で
、
い

よ
い
よ

「
赤
紙
」
が
来
て
　
出
征
す
る
か
ら
と
い
っ
て

挨
‘
に
来
た
の
で
あ

っ
た
。
当
時
、
男
子
た
る
も
の

一
日
戦
争
に
赴
く
と
す
れ
ば
　
今
生
●
別
れ
を
告
け
に

■
の
家
ｔ
て
や
っ
て
来
た
こ
と
く
ら
い
は
　
無
言
の
う

ち
に
も
、
卜
互
い
に
覚
倍
の
気
持
ち
は
わ
か

っ
て
い
た

も
の
で
う
る
。
私
は
京
華
中
学

二
年
生
０
十
五
歳
　
三

人
で
記
念
写
真
を
と

っ
て
貰
い
に
二
葉
写
真
館
に
行

っ

た
。
昔
は
、
三
人
で
写
真
を
と
る
時
に
は
、
真
中
に
入

る
人
´
■
死
す
る
か
ら
と
言

っ
て
、
真
中
に
入
る
こ
と

を
皆
嫌

っ
て
い
た
頃
だ
か
ら
　
泰
誠

一
写
真
師
が

「
た

さ
に
小
大
と
か
〓
人
形
を
置
い
て
四
人
に
し
ま
す
が

？
」
と
言

っ
た
が
、　
一
番
若
い
、
戦
争
に
行
か
な
い
私

か
真
中
に
立
つ
こ
■
に
し
た
。
二
人
の
従
兄
弟
●
う
ち
、

，
正
大
学
に
在
学
中
の
林
巨
れ
は
、

フ
ィ
リ
ピ

ン
の
コ

ン
ヒ
ド
ー
ル
で
　
戦
場
の
露
と
消
え
た
。
も
う

一
人
の

征
兄
弟
●
本
勉
は
　
中
国
か
ら
ノ
違
に
抑
留
さ
れ
、
昭

和
二
＋
二
年
に
栄
養
久
調
の
痩
せ
た
身
体
で
、
か
ろ
う

し
て
復
員
し
て
来
た
。
今
で
も
、
そ
の
写
真
は
私
の
ア

ル
バ
ム
の
片
隅
に
貼

っ
て
，
る
．
林
Ｌ
れ
は
　
岡
山

一

中
時
代
か
ら
、
関
西
で
は
知
ら
れ
た
短
距
離
と
走
高
跳

の
選
手
で
、
彼
の
記
録
に
、
よ
く
新
間
紙
上
に
出
て
い

た
だ
け
に
　
惜
Ｌ
い
従
兄
弟
を
失

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

二
月
＋
日
の
東
京
大
空
姜
で
二
葉
写
真
館
も
ス
儘
と
帰

し
、
戦
７
は
再
び
復
活
す
る
こ
と
が
た
か

っ
た
。

回
三
度
店
を
動
い
た
天
安

二
葉
写
真
館
か
ら
北

へ
は
　
少
年
時
人
の
私
に
は
さ

し
て
月
〓
も
な
か
っ
た
。
金
森
三
よ
郎
の
金
森
建
其
■
、

奥
田
伝
之
助
の
奥
田
写
真
尋
械
店

と
　
江
上
と
い
う
ア

メ
屋
が
ら

っ
た
。
奥
円
と
い
う
写
真
器
域
の
お
店
は
、

京
橋
●
槙
町

一
丁
目
に
あ

っ
た
奥
ヨ
長
之
助
０
卜
，

と

同
系
で
ち

っ
た
か
も
短
れ
な
い
。

そ
の
北
隣
ン
は
　
同
村
金
物
店
で
、
岡
ヽ
は
　
中
仙

消
５

東
片
町
に
も
店
が
あ

っ
て
、
私
と
京
華
中
学
で
同

級
生
の
嗣
村
君
け
東
片
町
の
方
の
同
ヽ
だ

っ
た
、
そ
の

頃
の
長
寿
庵
そ
ば
店
は
荒
川
庄
之
助
と
い
う
行
司
●
た

い
な
名
前
●
丹
那
０
店
で
、
娘
さ
ん
が
私
の
上
の
妹
と

は
文
一示
六
中
で
同
級
生
で
あ

っ
た
。
現
在
の
長
寿
庵
の

位
置
に
、
戦
後
か
ら
す
る
Ｌ
北
に
移
動
し
て
い
る
わ
け

で
、
戦
前
は
肴
町
六
番
地
だ

っ
た
の
が
、
今
の
●
店
だ

と
入
番
地
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
荒
川
長
寿

庵
の
北
に
は
小
さ
な
路
地
が
あ

っ
て

（
こ
れ
は
今
も
ち

る
）
、
次
に
大
黒
屋
と
い
う
駄
軒
屋
が
ぁ

っ
た
。
こ
の

人
黒
屋
の
跡
地
に
、
現
在
の
大
ぶ
ら
の
天
，
か
南
の
並

び
の
方
か
ら
移

っ
た
の
は
昭
和
＋

一
年
か
ら
と
い
う
。

小
島
政
二
郎
さ
ん
の
本
や
雑
誌
‘
登
場
し
て
、
す

っ
か

り
有
名
に
な

っ
た
天
安
は
、
創
業
は
大
正
年
間
て
、
団

子
坂
の
方
に
言

っ
た
大
観
音
通
り
で
創
業
　
当
主
外
山

邦
大
氏
は
三
代
日
、　
へ
ら
ず
口
を
叩
●
ず
、
黙
々
と
大

ぶ
ら
を
揚
げ
て
い
る
。
以
前
は
、
根
津
坂
上
の
相
宅
ま

で
日
前
も
し
て
く
れ
た
が
、
昨
今
は
大
は
や
り
で
、
出

前
ど
こ
ろ
て
は
な
い
。
天
安
は
今
の
場
所
が
三
度
日
と

米
＊
米
米
米
＊
米
米
米
米
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い
う
こ
と
に
な
る
。
天
安
て
使
っ
て
い
る
油
の
主
勢
は
、

埼
玉
県
武
里
の
関
根
の
油
て
、

「
丸
叶
キ
」
と
い
う
鶴

柄
、
淡
路
島
の

「
山
角
」
　

小
豆
島
０

「
角
今
」
、
蒲

郡
の

一
■
本
」
な
ど
と
共
に

一
流
の
本
胡
麻
油
だ
。
私

ご
と
で
恐
縮
だ
が
、
私
の
家
が
春
曰
部
に
疎
開
し
て
い

た
の
で
、
■
の
妹
と
関
根
油
屋
の
娘
さ
ん
と
は
、
東
京

に
民
る
ま
て
の
間
、
書
口
部
中
学
校
て
同
級
だ

っ
た
。

こ
ん
な
近
郊
て
も
、
品
種
の
よ
い
胡
麻
油
が
よ
く
ぞ
作

れ
る
も
の
だ
と
感
心
す
る
．

閑
話
休
題
．
話
を
本
筋
に
戻
す
と
、
大
黒
屋
凱
葉
子

店

の
北
に
は
、
瀬
戸
物
の
平
´
堂
が
あ

っ
た
。
平
安
堂

は
浅
嘉
町
の
七
五
番
地
に
も
ち

っ
て
、
希
町
の
方
が
加

納
代
吉
　
浅
嘉
町
は
中
鳥
弥
平
が
店
‘
や
っ
て
い
た
。

平
安
堂

●
北
隣
が
雨
宮
人
参
店
で
　
朝
鮮
人
参
，

ウ
イ
ン
ド
に
飾

っ
て
ら

っ
た
の
を
想
い
出
す
。
こ
ん
な

も
の
，
今
に
な

っ
て
漢
方
一
東
洋
医
学
て
話
題
に
な

っ

て
い
ろ
の
を
見
る
と
　
す
い
ぶ
ん
＋
か
ら
値
打
●
の
■

る
も
の
だ

っ
た
ん
だ
を
、
と
う
な
う
け
る
．

口
印
象
に
残
る
三
倉
●
靴
屋

私
は
、
カ
メ
ラ
を
か
つ
い
て
都
内
の
町
歩
さ
を
す
る

の
が
好
き
た
。
先
年
、　
一
ノ
橋
　
麻
市
十
番
の
商
店
街

を
歩
い
て
い
た
ら
　
ヾ
ク
ラ
靴
店
と
い
う
０
が
豆
源
と

い
う
有
名
な
●
屋
の
並
び
に
あ

っ
た
．
ち

〓
っ
と
店

ヘ

入

っ
て
問
い
て
み
た
。

「
も
し
か
し
て
、
吉
、
本
郷
肴
町
に
あ

っ
た
三
蒼
と

い
う
お
■
と
、
卜
た
く
と
は
開
係
が
あ
る
●
が
な
」

「
え
え
、
全
く
同
じ
と
い
う
の
で
は
な
い
ん
で
す
が
、

吉
、
肴
町
の
三
合
に
働
い
て
い
た
関
係
で
名
前
を
名
栞

ら
せ
て
も
ら

っ
て
い
〓
す
。
有
名
な
三
中
井
靴
店

っ
て

い
う
の
ヽ
三
倉
の
出
て
、
　
コ
一こ

の
牛
を
上
に
く

っ
つ

け
て
る
ん
で
す
れ
。
」

と
い
う
各
え
が
返

っ
て
来
た
。
私
が
小
学
生
だ

っ
た

昭
和
十
年
頃
、
皮
の
靴
を
は
い
た
小
学
生
と
い
う
の
は
、

ｉ
ｔ
せ
て
生
意
気
な
子
だ

っ
た
。
大
抵
け
ズ

ン
ク
の
週

動
靴
や
下
駄
ば
さ
て
通
学
し
た
。
冬
の
寒
い
時
期
以
外

は
、
な
ヽ
下
駄
ば
さ
で
学
技

へ
通

っ
て
い
た
こ
と
が
、

ア
ル
バ
ム
の
写
真
を
見
て
わ
か
る
．
だ
か
ら
学
校
に
あ

る
の
は
文
字
通
り

「
下
駄
箱
」

で
あ

っ
て

「
靴
箱
」
で

は
な
か

っ
た
。
希
町
の
三
倉
靴
店
は
、
想
い
出
し
て
も

す
ご
い
大
き
な
靴
屋
た

っ
た
．
確
か
問
口
よ
り
も
奥
行

さ
が
と
て
つ
も
な
く
長
い
ｒ
店
だ

っ
た
と
思
，
．
下
か

』
入
丼
の
方
法
で
糀
の
箱
が
び
っ
し
り
並
ん
で
あ
っ
て
、

幾
人
も
の
店
員
が
働
き
、
ま
客
の
需
め
に
応
し
て
、
店

員
は
い
ろ
い
ろ
オ
靴
を
出
し
て
は
か
せ
て
見
せ
た
。
そ

れ
程
、
三
倉
に
は
訛
●
種
類
が
揃

ラ
て
い
た
。
店
の
床

に
は
木
製
の
質
の
子
が
要
き
つ
め
て
あ

っ
て
、
そ
の
■

で
試
み
に
靴
を
は
い
た
記
憶
が
あ
る
。
私
は
編
み
あ
げ

の
黒
い
訛
を
買

っ
た
。
当
時
、
恐
ら
く
四
円
五
十
銭
か

五
円
に
し
た
の
だ
と
思
，
。
大
学
出
の
初
任
給
が
四
■

五
円
の
時
代
に
、
そ
の

一
割
強
の
靴
け
賓
沢
だ

っ
た
．

今
な
ら
約

一
方
工
千
円
以
上
に
相
当
す
る
か
ヽ
知
れ
な

い
。
だ
か
ら
、
誠
之
小
学
校
の
子
供
は
生
意
気
だ
と
月

日
か
ら
言
わ
れ
た
。
戦
前
か
ら
既
に
電
車
通
学
の
多
い

誠
之
で
●
訛
を
は
い
て
通
学
す
る
子
供
が
過
半
数
だ

っ

た
。
こ
の
三
倉
は
　
神
保
町
と
験
河
台
下
に
も
支
店
が

あ

っ
て
　
本
拠
は
東
片
町
の
方
に
あ

っ
た
と
思
う
．
倉

持
隆
蔵
店
主
の
率
い
る
、
東
都
有
数
の
靴
屋
だ

っ
た
風

に
、
子
供
心
に
も
印
象

つ
け
ら
れ
て
い
る
．
Ｉ
度
、
電

車
道
を
は
さ
ん
だ
洋
葉
子
屋
の
銀
局
と
共
に
　
こ
の
界

限
の
過
ぎ
た
る
も
の
の
一
つ
て
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。

三
合
の
北
側
に
は
、
今
は
団
子
坂
の
方
に
移
動
し
て

い
る
並
木
砂
糖
店
が
あ

っ
た
。
当
時
、
並
木
た
ま
さ
ん

と
い
う
す
ば
さ
ん
が
店
主
だ

っ
た
と
思
う
が
、
し

っ
か

り
と
し
た
少
糖
屋
だ

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
隣
が
、
い
よ

い
よ
肴
町
の
交
差
点
の
角
地
に
な

っ
て
い
て
、
果
物
屋

と
、
東
に
せ
ん
べ
●
屋
が
並
ん
で
あ

っ
た
。
電
車
０
こ

と
は
後
口
ま
と
め
て
書
く
が
、
昭
和
八
年
ま
で
は
、
巣

鴨
か
ら
新
橋

へ
の
市
電
が
、
自
山
上
て
左
折
し
て
来
て

高
天
堂
や
高
菊
堂
や
越
後
屋
の
前
を
通

っ
て
、
希
町
て

ま
た
ポ
イ
ン
ト
を
右
に
切

っ
て
、
市
大
の
方
に
走

っ
て

い
た
の
で
　
そ
れ
は
交
通
■
の
要
所
と
し
て
、
販
が
な

肴
町
交
差
点
だ

っ
た
。
そ
０
レ
ー
ル
は
、

つ
い
数
年
前

ま
で
梅
町
の
道
り
に
残

っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
，
い
て

の
方
も
居
ら
れ
る
と
思
う
。
次
回
は
、
交
差
点
を
越
し

た
駒
込
館
‘
た
０
の
話
を
す
る
つ
も
り
だ
。

当
町
会
に
〓
，
言
い
の
方
で
３
月
か
ら
６
月
末
に
ご

逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
氏
名
は
左
記
の
と
卜
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。
謹
ん
で
力
悔
や
み
を
中

し

・
―
げ
、
ご
冥
福
を

お
祈
，
い
た
し
ま
す
。

滝
沢
，
代
様
　
山
崎
さ
だ
様

栗
島
〓
子
様

中
島
正
雄
様
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昭
和
“
，
３
月
か
ら
昭
和

６‐
年
６
月
ヽ

で

回
旧
日
山

３
月
　
消
火
器
の
あ

っ
せ
ん
販
売

会
“
つ
皆
さ
ん
か
ら
消
火
器
の
晴
入
希
望
が
と
り
ま

し
た
の
で
、
町
会
で
信
用
の
あ
る
専
円
業
者
に
希
望

数
を
注
文
し
、
業
者
に
納
趾
さ
●
ま
し
た
。

（
＝
火
器
で
は
，
質
な
押
し
売
り
業
者
が
積
行
し
、

問
題
に
，

っ
て
い
ま
す
。
ご
川
心
な
）

５
月
丞
口
　
向
丘
地
区
町
会
連
合
会
続
会

６
月
　
北
部
地
区
、
故
菅
谷
氏
●
，
任
役
員
に
山
本
宇

一
氏
が
就
，
さ
れ
，
し
た
の
で
、
当
地
区
の
皆
さ
ん

に
よ
知
ら
せ
し
，
す
．

６
月
２
口
　
昭
和
“
年
度
定
知
総
会
開
催

当
町
会
の
ｒ
会
を
開
催
し
、
昭
和
６０
年
〓

の
事
業
報

告
並
び
に
決
算
報
告
　
０１
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予

算
彗
●
案
件
を
上
程
　
慎
重
ｔ
審
議
を
ｆ
て
承
認
さ

れ
す
し
た
こ
と
を
報
告
致
し
●
一
、

４
月
‐４
Ｈ
　
町
会
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
開
催

ｔ
花
見
●
季
節
で
ヽ
‘
り
，
し
た
の
て
、
埼
玉
県
に

ぁ
り
，
，

マ
コ
ネ
ー
ズ
エ
場
見
学
と
、
消
水
公
日

で

の
ま
策
を
企
画
し
ま
し
た
と
こ
ろ
多
数
の
ご
参
「
を

得
て
、
天
，
に
ヽ
恵
ま
れ
皆
さ
ん
に
も
満
足
し
て
頂

け
る
Ｘ
し
い
催
Ｌ
で
Ｌ
た
。

５
月
２９
日
　
駒
込
防
犯
椰
会
絶
会

青
年
部
の
企
画
に
よ
―
　
当
町
会
の
第
２
回
白
主
防
火

訓
線
を
本
郷
消
防
署
●
こ
指
導
を
得
て
、
向
丘
高
菫
の

校
庭
て
催
し
ま
し
た
。

日

‐通‐

□

４
月
６
白
か
ら
４
月
掲
口
せ
て
本
の
全
国
女
遍
安
全
追
動

当
期
間
中
は
、
婦
人
部
並
び
に
友
の
会
の
皆
さ
ん
０

ご
協
力
を
得
て
遠
日
、
街
雲
指
導
を
行
い
大
勢
の
人

々
に
交
通
の
安
全
を
啓
豪
し
ｉ
し
た
。

６
月
　
日
本
赤
十
学
共
同
募
金

募
金
に
つ
い
て
は
会
』
告
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
き
有
難
う
こ
ざ
い
■
し
た
。
当
町
会
で
の
事

令
率
に
よ
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
本
，
　

一
五
五
、
●
Ｉ
Ｏ
【

口
□
旧
幽

４
月
●
曰

小
学
，
チ

入
学
児
童

０
皆
さ
ん

へ
町
会

か
ら

，
祝

い

品
を
贈
呈

４
年
二
　
小
学
校

ヽ
入
学
さ
れ
た
Ｉ
子
檬
方
の
雄
々
し

き
ご
成
長
ｔ
心
よ
り
祈
念
Ｌ
た
し
て
〓
シ
ま
す
。
ヽ
名

前
は
ユ
リ
と
■
―
で
す
．

倉
口
佳
キ
　
■
″
由
生
　
生
屋
祐
子
　
小
林
由
香
里

饉
田
掟

一　

常
岡
ギ
史
　
山
本
快
太

３
月
２
日
　
町
，
の
自
主
防
災
訓
掟

町
会
●
接
接
の
も
と
に
第
２
回
日
の
防
災
訓
練
を
催

し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
ご
参
加
を
頂
き
有
意
義
な
勉

強
会
と
な
り
ま
し
た
。
火
●
怖
さ
は
皆
さ
ん
方
も
充

分
■
露
り
に
な

っ
て
い
て
も
、
い
●
、
そ
の
現
実
が

起
き
た
場
合
、
的
確
か
つ
迅
速
に
消
火
に
当
た
る
に

は
普
，
か
ら
の
心
構
え
が
な
い
と
大
変
に
難
し
い
こ

と
で
す
。
青
年
部
で
は
町
会
の
皆
さ
ん
が
消
火
器
の

取
り
板
い
を
完
全
に

マ
ス
タ
ー
さ
れ
る
工
う
防
災
訓

練
を
兼
ね
た
講
習
会
を
企
画
し
て
‘
り
ま
す
。
そ
の

節
に
は
ご
参
“
下
さ
い
．

水
い
梅
雨
ヽ
明
け
て
こ
れ
か
ら
が
夏
本
番
　
体
調
を

く
０
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
頑
張
り
■
し
ょ
う
。

今
年
の
奈
礼
は
本
余
レ
で
す
。
ど
う
そ
宜
し
く
御
願

い
を
中
し
上
げ
■
す
。
ご
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

文
化
部
ち
て
ご
連
絡
を
御
願
い
い
た
し
，
す
。

編
集
委
岸
　
小
ホ
音
吉
　
‘
中

一
馬
　
猪
熊
貞
晃

高
橋

一
郎
　
翁
　
松
夫
　
池
田
　
障
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'舒
]60■ 4月 la～昭′]61年 3月 31口

収 入 の 部 支 出 の 音:

i 目 金   額 II● 要 下+    □ 今 額 情 要

妨災積立金
より支出

(防災積立

命

資

金

今

入

〓

越
会
助
●
収
価

繰

町

柿

害

４

銀

0

1175400
169000
73000
190500
2906

186927

令IF14残高 80

区 ■ ,

町会旋修■■
侑ば、庫整備
青年吉:言 1線[|

ヽ454 )

費

費

費

費

費

費

遠

代

部

部

部

部

部

部

部

費

資

金

会

議

務

外

品

務

に

気

火

■

通

生

化

人

年

弔
制

越

総

会

給

渉

備

事

通

電

，

防

交

衛

夫

婦

青

慶

消

繰

132880
54440
383500
82450
56000
93780
57260
1332811

45740
33820
69850
0

175190
139760
211215
48 oo0

80560
0

会場費及茶案子イヽ

役員会会場青茶東子代

部会及●1究■に

閲係団体等

維持費 購入費

防
`E灯

.維持費含i.

防火ヨI漱費他

防Z[言 1豫買他

交通,全運動費他

蓬莉 たよい  'ス学祝
故老費他

部 費

計 1797,733 計 1797733

陥千「 61年 6月 21日

収支決算上記の通 ,報告 します。

上記・・・決算箱違な

`事
を証明 します。

町会 長 久貝 貫 -0
会
=監
査 須藤正四郎⑪

昭 和 61年 度 予 算 書

会 副 川 西 正造 O

昭■61年 4月 1曰 ～口Lfi6 2■ 3月 31日

収 入 の 部 支 山 の 部

f4 日 金   額 拮 要 科 自 金 額 要稿

金

賃

金

入

忠

迅

会

助

収

繰

町

補

雑

利

0

1,200000
169,000

150000
3000

育||:庄 よ

'

(区より)

銀 行

総  会 費
会 議 費
F. 務 部
渉 外 資
備 品 費
事 務 費
コ言 交通費
電 気 代
防ス防災部

防 `し  部
交 通 音「
術 生 部
文 化 部
婦 人 部
青 年 部
慶 弔 費
予 備  金

13000o
60000
200000
80000
60,000

100,000

60000
70000
50000
50000
70000
10000
170000
150000
200000
30000
32,000

会場員及茶稟子|ヽ

役員会会場費茶真子

部会及研究等に

関rl団体等

維持 購入費

防
`[灯

維持費含む

ラ1練費 lL

●警等に

安全運動費他

判 丁だより配ヽ蘇
'凱敬老費他

部 費

計 1 522,000 計 1522,000


